
「緑の雇用」事業                        令和４年１１月１５日 ４－６  

                                 全 国 森 林 組 合 連 合 会 

  

安 全 情 報 (第６号)  

   

               切断木の跳ね返り 

災害状況 

 １０月５日発生 皆伐予定地の地拵え作業 チェーンソー使用 

ＦＷ研修生 ４２歳 

地拵え集積作業中に先に伐倒していた胸高直径（約２０㎝）樹高（約１２ｍ）の雑木の下になって

いた胸高直径（約７㎝）の雑木を切断したところ、約２ｍ跳ね上がり被災者のフェイスガード越しに

顔に当たり右瞼上から出血した。 

跳ね上がった雑木は根元から伐られていなかったため、幹中部にテンションがかかっている状態

であった。（皆伐後の地拵え作業であり樹々の下敷きになったテンションのかかった小径木等が多い

状況と想定される。） 

休業６０日 脳しんとう、眼窩内側骨折、気脳症（検査の結果脳内の空気が確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故での対策（案） 

〇 伐倒時に支障となる木をあらかじめ処理する。 

  大きい木の伐倒時に支障となる小径木・伐倒木の枝などは事前処理をする。 

〇 木を切断する際に跳ね返りに対応した足、顔・体の位置を確認する。 

  小径木、枝の跳ね返りを想定した姿勢を確保する。（フェイスガードに頼らない） 

〇 処理する木のかさなり状態を確認し作業に入る。 

伐倒木の梢端部、枝に特に注意する。 

（たわみ等がなくても跳ね返る木はあり、事前に予測は難しい。指導員の指示、注意を受けてくだ

さい） 



類似災害 

 元口のちぎれ、裂けあがり、跳ね返りなどの災害が発生しています。（３年度発生） 

 特に跳ね返り災害は６ｃｍ、１０ｃｍなどの小径木での発生が多く、全治８０日など重症

化しています。 

 中大径材の幹部でも張力がかかっていることが多く、根元側の跳ね上がり、材の移動の発

生原因となっています。（テンションの状態がわからないことが多く注意が必要です。） 

 

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

左足 左親指座創 チェーンソー作業

造材

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

右足 右足・右手打撲 チェーンソー作業

伐倒・間伐

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

左足 腓骨骨折 チェーンソー作業

伐倒・玉切り

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

右足
左膝外側靭帯・後十字靭
帯損傷

チェーンソー作業

間伐・伐倒

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

「未定稿」　『部外秘』       令和３年度　「緑の雇用」事業の労働災害(跳ね返り) 研修中：林業作業中の災害、休業4日以上

34 全治15日

研
修
中

　くの字に曲がった桜の木を伐倒中、元口がちぎれ研修生に跳ね返って当たり、転倒した。（元口のちぎれ）
　その際にチェーンソーが左足親指側にあたり負傷した。

伐倒木

対策
指導員やベテラン職員に対策を事前に相談する。
こうした危険木は指導員の指示、立ち合いのうえで行う。

わんきょくした木の切断中の跳ね返り。

令和3年6月8日 FW1

41 全治17日

研
修
中

　研修生は同僚2名と搬出間伐作業に従事。午前9時に弓なりになっていた伐木（すぎ直径24ｃｍ）を処理するために切り目を入れた際に急に裂け
上り、はねた元玉が研修生の顔にあたった。
　その反動で左半身を下に転倒し、１．５ｍの丸太が右半身に乗り上げて被災。（裂けあがり）

伐倒木
対策

たわみのある木はわん曲の下側から鋸目を入れることが原則。わん曲上部の場合は裂け
上りを予測し、細目に切り込んでいく。たわんだ木のはねかえり

令和3年5月28日 FW3

24 全治45日

研
修
中

急傾斜地で伐倒後、玉切りを行っていた。把握していたより地面方向に張力がかかっており、小切った軸木が研修生の左足頸部にあたり、衝撃で
倒れたところに伐倒木がのしかかり地面との間に挟まれた。（張力）

伐倒木
対策

伐倒木は、窪み、石などによって張力がかかっていることが当然との意識を持ちチェー
ンソー作業を行う玉切り木の跳ね返り

令和3年9月28日 FW3

44 全治80日

研
修
中

傾斜30度ほど、林齢60年生の杉林において、胸高径30cm、樹高20mの立木を伐倒し、立木4本の間に入り、先端から4m程の所を玉切った際、張力が
かかっていたため切り口10cmが弾けて左足膝の内側に当たり負傷した。指導員は60m側方（甲ガード付きスパイク地下足袋、防護衣は着用）（張力
１０㎝）

その他

対策
立ち位置、材の状況確認が不十分。
慣れてきた頃の気の緩み。玉切り木の跳ね返り

令和3年9月29日 FW2



 

 

その他の類似災害（緑の雇用以外での発生事例） 

〇 保育間伐作業中で地面に伏せている状態のスギ６ｃｍ程度を切断したところ跳ね返り

顔面に激突。 

 

〇 間伐作業中に広葉樹、胸高直径１４ｃｍの地面高１ｍ部分を伐ったところ跳ね返り体に

激突。上部に他の木がかかっておりテンションがかかっていた。 

    

 横たわっている木でもテンションが根元か、幹中央か、梢端かわかりにくい。自分は鉈で叩いて

から作業に入りました。（古典的ですが細い木はこれが役立ちました）。 

また、上司からは安全な箇所で跳ね返り状態を教えてもらいました。 

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

その他 左わき腹　助骨ひび チェーンソー作業

伐倒・造材

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

頭部 顔面骨折 チェーンソー作業

左足 左ひざ骨折 主伐・枝払い

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

№ 発生年月日 都道府県 経営体名
研修生
区分

被災者氏名 年齢 受傷部位 傷病名 程度 作業区分／作業種・作業内容

右足 右膝蓋骨骨折 チェーンソー作業

伐倒・間伐

災害発生状況等

原因区分

 原因詳細

39 全治14日

研
修
中

9：40　研修生はヒノキ胸高直径28㎝樹高20mを伐倒し、造材作業を実施。傾斜によって、伐倒木が元から4m付近のところで切り株に乗ってその先
が浮いている不安定な状態だった。
　伐倒木は樹高15m付近で2又に分かれており、被災者は2又部分を切断していた。
　切り終わった際に枝葉の重量でしなっていた伐倒木が跳ね上がり、研修生の右わき腹に激突した。
　付近で作業していた現場技能者が気付き、声をかけたところ激痛で動けなかったため救急車を呼んだ。
　本人、意識あり、自力歩行可能ですが精密検査を実施。
10：00　事業係長に事故発生の連絡。　13：00　事業係長より事業所長へ怪我の状況連絡。
　　　　あばらにひびが入り、全治２週間。（張力）

伐倒木

対策
造材木、自身の安定をしっかり確保してから作業に取り組む。
浮いている状態の伐倒木の切断にあたっては、ため状態の力を抜く作業を行う。不安定な状態での玉切り中の跳ね返り

令和3年11月19日 FW1

48 入院30日

研
修
中

傾斜10度。皆伐混交林、スギ直径60㎝、樹高25ｍの伐倒木の枝払い作業。
チェーンソーを持ち、木の上に乗り、直径６ｃｍの枝の付け根を切断した瞬間に跳ね上がった枝が顔面にあたった。
衝撃により木の下側１ｍ下に転落。
地面の浮石に膝を打ち骨折。枝で顔面骨折。（枝払い　６㎝）

その他

対策
造材、枝払い時には樹上で作業しないこと、枝払いは2回など複数に分けて行うよう指
示。
足場の確保と転倒時の危険予測の注意を徹底するよう指示

倒木の上に立ち、枝払い作業を実施。枝の
枝払い中の枝の跳ね返り

令和3年12月9日 FW2

28 全治90日

研
修
中

　傾斜20度ほど、林齢30年生のヒノキ林。伐根径13㎝、胸高径10～11㎝、樹高12ｍ。チェーンソーで伐倒作業。
　かかり木になり、高さ1ｍ位のところに受け口を作り、木を押して（斜め上方）折り倒したところ丸太が跳ね上がり右膝に当たった。
　木が細く危険を感じなかった。障害物は無いため切口が支点となった。指導員は、10ｍほど斜面上側で測量杭の確認をしていた。
　（はね上がり　13㎝）

伐倒木

対策
研修生に対してのかかり木処理の指導・インパクトバーなどを使い木を回す。・ロー
プ、牽引具を使い引き倒す。（14～16ｃｍの伐倒で、跳ね返りによる死亡事故も発生し
ており、材のたわみ、跳ね返りには十分指導、注意する）

　本玉切り作業を経験が研修生が行ったた
め。

令和4年1月5日 FW2


